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  ＳＯＳさくらんぼプログラム実施要項 

ＳＯＳさくらんぼプログラムは中校等学校生徒に対する人間関係のスキル向上のためのワークショップです。 

思春期は家族中心の人間関係から、社会の中で自分を中心とした新たな人間関係構築が始まる時期です。 

そんな思春期の困難への対応法と友人や周りの大人にＳＯＳを出せるスキルを、リアルになりすぎない「デー

トＤＶ」を事例にワークショップ形式で提供します。 

 

 

 

 

教職員 

ガイダンス 

多数の思春期の子ども達を支援する中学校高校の先生方に、さくらんぼプログ
ラムの考え方とその活用法についてご説明します。 
「ＳＯＳの出しかた等に関する教育」に基づく子ども自身の危機管理能力、特
に大人に相談する能力の向上と、友達の話しを聴くことで、相談へつなげるピ
ア・サポート力の向上を図ります。 
また、「さくらんぼトークタイム」の実施方法についてもご説明します。 
一連のプログラム受講後の子ども達の動揺や質問等に関して、今までの経験を
もとに対応法をお伝えします。 
プロジェクターとスクリーンもしくは電子黒板をご準備ください。 

日程調整 

さくらんぼプログラムは、 
学校単位で実施する９０～１２０分の「さくらんぼ教職員ガイダンス」 
学年単位で実施する４５～６０分の「さくらんぼ子どもワークショップ」 
ワークショップ実施後各教室に帰ってクラス単位で実施する２０～３０分程度
の「さくらんぼトークタイム」の３つで構成されています。 

子どもワーク

ショップ 

人数に応じた会場で、学年単位で実施します。プロジェクター、スクリーンと
スピーカーをご準備ください。会場照明のコントロールをお願いします。 
生徒の入場・着席・ご挨拶までの進行は学校でお願いします。以降は１～３名
の当スタッフが進行します。 
ワークショップの中に先生が登場するロールプレイがあります。協力していた
だける男性の先生を決めておいてください。事前に台本をお渡しします。 
当日トークタイムができない場合は終了後その場でもしくは直後教室でアンケ
ートを書いてもらいます。 

トークタイム ワークショップ終了後、各教室に帰ってアンケートに記入してもらいます。 
引き続き、ワークショップの感想や今回のテーマで感じたことや思い出したこ
となどを出し合います。詳しい進行の方法は事前に資料をお渡しし、教職員ガ
イダンスでご説明します。当スタッフも残って各教室の様子を廻ります。 
必要な場合には進行や子ども達への対応についてお手伝いいたします。 
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